
令和７年度 第２回養老町計画審議会及び養老町地方創生推進委員会 議事録 

 

日 時：令和７年１２月２３日（火） ９時３０分～１１時１４分 

場 所：養老町役場 ４階大会議室 

 

 

 

【事務局】 

 皆様、こんにちは。 

本日は、ご多用中にも関わらず、養老町計画審議会及び養老町地方創生推進委員会にご出席

を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 本日は、両会議の開催目的が共通しており、協議事項の連動性を考慮した結果、審議会及

び委員会を同時開催とさせていただきましたので、あらかじめご了承のほど、よろしくお願

いします。 

 また本日、「養老町まちづくりビジョン後期テーマ別戦略等」の策定支援業者であるネクス

トアイ株式会社より、説明の補助のため２名同席させていただいております。ご了承くださ

い。 

 

 それでは会議に先立ちまして、町民憲章の朗唱をお願いしたいと思いますので、ご起立を

お願いいたします。 

 前段を私が読み上げますので、後段をご唱和願います。 

 

－「町民憲章」の朗唱－ 

 

 

【事務局】 

 ありがとうございました。ご着席ください。 

申し遅れましたが、私は、総務部事務局の中島と申します。よろしくお願いします。 

 本日は、２２名の委員様のうち１８人の委員様にご出席をいただいております。養老町計

画審議会設置条例第６条第２項および養老町地方創生推進委員会設置要綱第６条第２項に、

本審議会および本委員会は、「委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない」と

規定されていることから、本日の会議は成立しております。ただ今から、令和７年度第２回

養老町計画審議会及び養老町地方創生推進委員会を開催させていただきます。 

それでは、まずはじめに、本日の資料のご確認をお願いいたします。 

 まず、本日の会議次第がございまして、裏面に委員名簿の方を掲載させていただいており

ます。 

 その下に、Ａ４サイズ１枚の資料で「策定スケジュールの変更について」がございます。 

 また、委員の皆さまに事前にお配りしました資料として、 

資料１ 養老町まちづくりビジョン・後期テーマ別戦略（素案）がございます。 

 お手元に、お揃いでしょうか。万が一、資料がないようでしたら、挙手にてお知らせくだ

さいますよう、よろしくお願いします。 

 問題なければ、協議事項に入ります。次第に基づき、順次進めてまいります。なお、議事

録作成のため、本日の会議は録音させていただきますのでご承知おきのほど、よろしくお願

いします。 

 それでは、ここからの進行は、会長にお願いしたいと思います。どうぞよろしくお願いし

ます。 

 

 



【会長】 

 皆さまのご協力により、議事がスムーズに進みますようお願いします。 

 それでは、次第に沿って進めてまいりたいと思いますが、関連があると思われますので、

協議事項の（１）養老町まちづくりビジョン・後期テーマ別戦略等の策定スケジュールにつ

いて、および協議事項の（２）養老町まちづくりビジョン・後期テーマ別戦略（素案）につ

いて、事務局より説明をお願いします。 

 

 

【事務局】 

 （資料１、補足資料に基づき説明） 

 

 

【会長】 

 ご説明ありがとうございました。 

 協議事項（１）では、国の動向を踏まえるためにスケジュールを変更し、まずは養老町ま

ちづくりビジョン・後期テーマ別戦略の策定を進め、それに続いて次期総合戦略の策定を、

パブリックコメントも実施しながら進めていくということでございました。 

 また、協議事項（２）では、後期テーマ別戦略の素案ということでご説明いただきました

が、素案の 66 ページ以降の各戦略には「関連するまちづくりの課題」が記載されておりまし

て、これまで実施してきたまちづくりアンケートや、町民参加型ワークショップで住民のみ

なさんから出てきた意見や課題を計画に反映いただいたということでございます。 

 それでは、全体を通して何かご質問等ございましたらお願いします。 

 

 

【委員】 

 一番思うのは、この施策はやってもらえればいいんですが、問題は財源をどう確保してい

くか。人口減は分かっていて、税収が減るのはもう分かっていると思うんですね。住民が減

るということは住民税が減るし、いろんな税収が減になる。その税収をどう補うかという方

法が何も書かれていない。財源がないのにどうやってやるのかということだね。全部の市町

村が国・県の補助金で自己財源がない中で自分たちがやりたいことができない。 

 昨日も商工会で会議をしていたのは、中心商店街の活性化で、空き家・空き地のことにつ

いてある程度行政が調べているけれども、今後どうしようかという意向調査、売るのか貸す

のか、その辺りを処分の方法まで踏み込んだアンケート調査を商工会としても町内の人とか、

商工会の皆さんにもお願いをして、せめて高田の町の中だけでも空き家・空き地をどうしよ

うか、今住んでいる人たちにどうしようかと、いうことをやっぱりアンケート調査をやられ

るのが一つだと思っています。そういう予算をつけてほしい。 

 今言ったように、財源をどう捻出するか。しっかりした基本方針を持たないと私は駄目だ

と思う。養老町の場合は、高速道路ができて、工場立地したのはサラダコスモと濃飛倉庫だ

け。これは、昔からの地盤が柔らかい。30 メーターも 40 メーターも下に掘らないと固い地

盤にならない。そういうことを考えると、やっぱり我が町は歴史と観光がある。もう少しそ

の辺りに力を入れて交流人口を増やして、お金を落としてもらう方法をやっぱりしっかり考

えてもらいたいと私は思っています。我々もその動きをして、町のほうに提言、補助金をも

らうような形でやりたいと思います。 

このまちは衰退するというが衰退はしない、消滅はしない、まだチャンスはある。今やれば

やれると私は思っていますので、この資料、本当にいい資料を作ってもらったけれども、財

源の確保、これがないことにはできない、そう私は思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

【会長】 

 貴重なご指摘ありがとうございます。 



 では、ただいまのご指摘につきまして、事務局からお答えをお願いいたします。 

 

 

【事務局】 

 ただいまの財源についてのご質問でありますけれども、当町は今のところ財政推計と比較

して歳入歳出ともに増加傾向にありまして、財政推計の基本的な部分である町税や地方交付

税等について、今のところはまだ大きな乖離がない状況であります。そのため、現段階で財

政が急速に悪化するという見通しは持っていないんですけれども、委員が言われますように、

今後人口減少が進む中では、町税についても徐々に減収になっていくものと推計しておりま

す。 

 また、このまま物価高が継続する場合は、財政計画の推計と比べても物件費や人件費が増

加して、その分、投資余力というのは減少していって、財政の硬直化が進む懸念が実際にご

ざいます。さらに、少子高齢化の中で労働力不足に陥ることも指摘されておりますし、これ

からはマンパワーの確保も難しくなっていくと考えております。 

 実質、予算を増やして職員を確保することが困難な時代になってきておりますので、役場

といたしましては、仕事量とマンパワーのバランスを取っていく中で、既存の仕事の選択と

集中というような形でスリム化を図っていく必要があるのかなというふうに思っております。

その方法は、事業のスクラップであるとか、業務委託であるとか、システム化であるとか、

それから広域化などいろいろな方法がありますので、それらの手段を通して歳出の抑制とい

うものを努めていくとともに、歳入面ではふるさと納税制度などによって財源確保に努めて、

持続可能な財政運営に努めてまいりたいというふうに考えております。 

 

 

【委員】 

 町長はこの町をどうしようという思いはあるんですか。その思いを私は聞きたい。これは

我々商売ですけれども、大きい違いは価格なので、やっぱり先行投資をする、自分の会社を

残すためにこういうことをやりたいということを社長は考えるわけで、我が町、町長に聞い

てみたいと思うんですけれども、どうこの町を守っていくというか、そういう基本的な方針

をぜひ聞きたいけれども、我々はずっとこの町で生まれてこの町にずっといる、死ぬまでお

るわけ。そのための施策というのは首長がしっかり持って、こういう町にしたいから、この

町は残れるんだろう、そういうふうに残してほしい、我々はそういう思いですので、ぜひそ

の辺りを伝えてほしい。 

 

 

【事務局】 

 委員がおっしゃることはもっともだとは思います。計画と町長の思いというところが、と

いうのは当然なんですけど、計画は計画でありますので、委員が昔言われました、金太郎飴

みたいな計画をつくってどうするんやと昔は言われましたけど、性質上どうしてもこうなっ

てまいります。町長の思いというのはいろいろありまして、我々もこうしていくんやという

ところはあるんですけど、ちょっとそこら辺はうまくこの計画に落とし込めるかというと、

その部分はあるんですけどなかなかそういかんところもあると思います。 

 事あるごとに、町長からは、町としての問題、重要な案件、観光振興であるとか、といっ

たところは聞いておりますので、方針はあると思います。その中で、財政基盤をしっかり保

持して、少子高齢化に立ち向かっていくんだということも、常日頃言っておりますが、どう

しても計画に落とすと、広く浅くというふうになるというのが性質なところです。町長の思

いは、いろんなところで言っておりますので、聞いていただけるといいのかなと思います。 

 あともう一つ、これはこんなことを言ったら大変失礼なんですけど、計画は１０年とか５

年でつくっています。その中には必ず町長選挙が入ってきますので、そういったことも考え

ながらやっぱり計画というのはつくっていかないといけないので、ちょっとそこら辺でご理

解いただきたいなというふうに思います。 



【委員】 

 立場はよく分かりますので、町長とまたいろいろ話します。 

 

 

【会長】 

 ありがとうございます。大変貴重なご意見ですので、町長に伝えていただけるといいかな

と思っております。ありがとうございます。 

 では、そのほかご質問などございますでしょうか。 

 

 

【委員】 

 子育て支援の活動と、それから今、婚活サポーターに入っておりまして、先日婚活パーテ

ィーを実施したんですけれども、独身の方たちの結婚の思いというもの、活動も目の当たり

にしてきたところです。 

 養老町人口ビジョンのところで、質問とかになっていないんですけれども、やっぱり単独

世帯がすごく増えているというところを見ると、30、40 代の男性の数がものすごく増えてい

るんですけれども、婚活パーティーでも 10 対 10 で定員を設けてやったところ、男の人が 20

人来て、女の人は数人しか来なかった、数字が実際の動きでも同じような感じになっている

と感じたんです。やっぱり独身者が増えていっても子どもは生まれていかないんですよね、

なので、ただただ人口が減るというのだけではなくて、人口の中身がどういうふうに増えた

り減ったりしているのかということも併せて考えていく必要があるのかなと思いました。 

 あとは、出生率が下がっているという数字を拝見して、これはちょっと体感でしかないん

ですけれども、今、私、４歳と６歳の子どもがいて、こども園と小学校、私の周りはみんな

２、３人産んでいるんですね。おかしいなと、ほかのママ友とも話していたんですけれども、

一人っ子があんまりいないんです、養老町、少なくともこの高田エリアに。だけど、子ども

が減っている、どういうことだろうねと話した結果、これは推測でしかないんですけれども、

１人産んだら町外に出ているんじゃないかとちょっと感じました。残っていて２人目、３人

目を産むという世帯が減っていっているとしたら、これは数字としては出生率が下がってい

くというような感じになるのかなと、あくまで素人考えなんですけれども、もしそうだとし

たら、やっぱり１人産んでほかへ行きたいではなくて、養老町で子育てしたいという環境を

つくっていかないと、数字的には出生率とかも下がっていってしまうのかなと思うので、そ

れに対してできることがあるといいのかなというふうに思いました。 

 あと、ビジョンについて、とても私は期待していて、すばらしい計画がいろいろと考えら

れているなと思いました。特に、共創の場を設けながら住民と行政と団体が一緒に学びなが

らまちづくりをしていくというのは、ほかの自治体はすごくやっているのに養老町だけやっ

ていないなと、ずうっと感じていたので、これはスピード感を持ってやっていくべきなんじ

ゃないかなと思います。私は、民主主義と多様性の中で育ってきた人間なので、ワンマンな

行政よりも、みんなの意見でまちがつくられていくという体制のほうが、うれしいなと思っ

ています。 

 あと、関係人口を増やしていくというところで、移住・定住の促進というふうに書いてあ

るんですけれども、空き家とか空き地とかが養老町はたくさんあるんですけれども、不動産

サイトとかを見るとあんまりないんです。売りに出したり貸したりする不動産がないんです、

あんまり。大垣とか垂井とか海津とかに比べるとすごく少ない。ということは、養老町って

子育ていいかもねと思っても、住む場所がないのではと感じています。特にお隣、すみませ

ん、だいぶ周りの地域のことばかり言っちゃってあれですけれども、建て売りが建っている

んですけども、養老町内で建て売りの家が建っている姿をほとんど見ないんですね。だから、

住みにおいでよという体制ができていない中で、移住・定住促進って、何をしているのかな

というのが体感としてあります。空き家とかいっぱいあると思うんですけれども、譲らない

人もいる。空いているけれども、ほかの人に住まわせるのは嫌だとか、孫が住むかもしれな

いからといって手放さないとかという現状もちらほらちらほら聞くので、そういう住民の意



識が変わっていかないと、それこそ移住したい人が住むスペースがない、余裕がない、余地

がないと思いますので、そこら辺のところも含めて、何か施策だったり考え方を変えてやっ

ていけてこそなのかなと感じています。 

 あと、スポーツ施設の利用者数を上げようというところで、スポーツ施設がないというこ

とを感じました。町民プール、ずっと休館ですけれども、プールじゃないエリア、議会の中

で改装したら費用がかかるよという話があったんですけれども、プールの改修、すごくお金

がかかるのは分かるので、そうじゃないスタジオとか、広いスポーツができる施設はあるん

ですよね。そこだけでも使えないかなと、私の周りのみんなも言っております。なので、お

金がかかることではあると思うんですけれども、真っさらにきれいじゃなくても使える部分

を使っていこう、動かしていこうというところからでも小さく始められるのかなと思います。

やっぱり子どもがスポーツする場所がすごく少ないんです。なので、気軽に子どもも青年も

スポーツができる環境というのがこれからあったらいいなというふうに思います。 

 あと、質の高い教育といえば、ちょうど 2030 年、目標値にありますけれども、ここから４

年間で小学校の統合があると思います。ちょうど統合する方向で、ほぼほぼ決定したみたい

な話になっていて、これから急いで４、５年かけて統合に向けて意見を出してまとめて実際

に動いていくということで、来年には委員会みたいなものもつくって実際に話し合いが始ま

るということなんですけども、大きな環境が変わる中で、質の高い教育というのをどういう

ふうにやっていくのか、計画どおりにいかないことは多々あると思うんですけれども、みん

なで注目しながら、子どもたちの教育について住民みんなで支え合っていけると、子どもた

ちは本当に豊かに暮らせるのかなというふうに思います。 

 という感じで、子育て住民目線で感じたことがいろいろありましたので、ぜひ反映してい

ただけたらうれしいなというふうに思います。以上です。 

 

 

【会長】 

 様々な観点からご指摘ありがとうございます。 

 では、ただいまのご指摘、ご意見について、事務局から何かありましたら。 

 

 

【事務局】 

 まずは貴重なご意見ありがとうございました。 

 子育てにしても、婚活にしても、関係人口の増加、あるいは共創のお話、それからスポー

ツ施設、それから学校統合と様々な分野でご意見をいただいておりました。一つ一つは各部

署と相談しながら進めていきたいと思いますけれども、やはり委員がおっしゃっておられた

ように、住民の意識を変えていくというか、きっちり住民の参画を促しながら今後事業を進

めていくことが養老町の大きなポイントかなというふうに思っておりますので、この辺り気

をつけながら実際にまちづくりを進めていけるように考えていきたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

 

 

【会長】 

 ありがとうございます。 

 そうですね、たくさんのご指摘をいただいて、やはり住民の方がどう思うか、住民の参画

を促すということですけれども、促した成果もきちんと見ていかないといけないというのが、

これからの共創の在り方なのかなという気はします。先ほどからご指摘のあった財政の面で

も、やはり住民の方のご協力がないといけないことは当然ございますし、そういったところ

を含め、住民の方からどういうふうに意識を持っていくか、注意を向けていくかというとこ

ろが役場の取組になっていくのかな、いい方向に進めたらいいかな、と思っておりますので、

やはり共創というポイントがとても重要と思った次第です。 

 あと、もう１点、これは全く個人的な考え方ですけれども、やはり男性の働き方だとか男



性の立ち位置というのは、まだまだ十分に議論されていないと個人的には思います。家族を

持つ、パートナーを持つという意味では、もちろん女性への支援も非常に重要ですが、割と

どの地域を見ていても、女性に対する支援はあるんですが、パートナーとなる、なりたいと

思う男性への支援という、働き方も含めた論点が、十分じゃないなというふうには思ってい

ます。なので、単身の男性も増えている、多いというところを如実的に、最終的には巡り合

わせしかないとありますが、ただやはり働き方、暮らし方というところに男性の視点に立つ

というのは、今後国全体といったら大げさかもしれませんが、そういった世界全体、男性へ

の支援というのが今後重要になってくるのかなと思っています。 

 大変貴重なご意見をありがとうございます。 

 

 

【委員】 

 観光の面から一つお話しさせていただくんですけれども、実は私、旅館協会、多分皆さん

ご存じないと思いますけれども、全国組織があるんですけど、そこの全国副会長をずっとや

っているんですけど、２４年。それで、最初私が副会長になった頃は、国土交通省の中に観

光部しかなかったんですよ。そのときの予算が年間にしたら４億円だったんです、僅か４億

円。その後に観光庁ができて、政府が国会で観光立国で行こうということを言い出したら急

に官僚の態度が変わりまして、今では観光庁に予算が 1,000 億ある。４億円が十数年で恐ろ

しい程に増えまして、観光いいねと最近になって、今ですと観光産業という言い方をしてい

ますけれども、観光は産業じゃなかったんです。けれども、今では国もそうですけど、非常

に力を入れて支援いただいていて、いろいろな自治体が整備にも物すごいお金を使っている

状況にあります。 

 さっき委員さんが言いましたけど、財政的な裏づけがなくああだこうだ言っても全く進ん

でいかないというのは、多分本音なんでしょうねと思いました。実はさっきから 89 ページを

見ているんですけど、農業、林業、産業、商業、工業、とかいろいろ書いてあるんですけど、

進めますとか、支援しますとかは書いてあるんですけど、やりますとは一言も書いていない

んですよ。先ほどの話で、就労もあれば、子育てもするし、結婚もできる、その辺について

はやっぱりもう一度、さらっとじゃなくて、もう少しきちんとやりますというところを見せ

ないと駄目なんじゃないかと感じます。 

 

 

【会長】 

 ありがとうございます。 

 まず私のほうから、この計画の性質上、実際事業を動かす方々への支援というのがメイン

なので、多分こういう書き方にしたのかなという部分は、ご指摘に対して感じている所です。

もちろんおっしゃるとおりです。 

 では、今のご指摘に対して、よろしくお願いします。 

 

 

【事務局】 

 委員のお話ですが、書きたいところは書きたいです。ただ、やっぱりこれは行政がやるこ

とではなく、行政はあくまでも支援していく、下支えで、やっていただくのは産業をやって

いる方々で、その人たちにも声を聞きますけど、やりますとかということは計画にはなりま

せんので、さっき会長がおっしゃったとおりで、これはちょっと性質上、どうしても行政と

しては支援とか、進めるとか、ということにしておかないと、やりますと言うと、これは皆

様に義務を課すような形になってしまいますので、その辺はご理解いただきたいなと思いま

す。 

 

 

 



【会長】 

 性質上仕方がないということですね。 

 今回のビジョンは、全体的な方針である、こうした先を見据えた取組に対してあくまでも

その方針のところですので、いろいろなご指摘があったように、徴収率も含めたより具体的

なところは違う計画、具体的な計画のところでどんどん反映されるでしょうし、そういった

ところを期待していきたいというふうに思っています。 

 大変見やすく、いい計画というか資料を作っていただきまして、これを踏まえて大変ちょ

っと恐縮なんですけれども、委員さんから、それぞれ一言ずつ思いを少しお聞きしたいなと

思っております。急な振りで大変申し訳ございませんが、よろしくお願いいたします。 

 

 

【委員】 

 問題ないかと思います。 

 

 

【委員】 

 夏に子どもたちや皆さんと一緒に会議をさせていただいて、養老町のつながりだとか、未

来を考える力というのを感じました。引き続き、私ども金融機関としての仕事をやりながら

地域に貢献していきたいなと思っております。 

 

 

【委員】 

 先ほど、いろいろご意見の中で、委員さんからスポーツ施設がないというようなお話もあ

りましたけれども、とりあえず総合体育館の中では、年間稼働しているのが体育館アリーナ

があったり、柔道場、剣道場、それからグラウンド、多目的グラウンドですね、今、野球場

は改修をしておりますけれども、芝生のスマイルグラウンド、笠郷のテニスコートとかとい

ったところで、年間の稼働率からすると総合体育館の建物については、年 365 日中、約 280

日ぐらいは何がしかのご利用していただいておる団体、あるいは個人の方があり、皆さんに

ご利用いただいております。 

 総合体育館でございますけれども、アリーナがまだエアコンも何もないというような状態

の中で、夏場は大変皆さんが大汗かいてやっていらっしゃるというところが見受けられます

けれども、その辺りの施設をどういうふうに今後していくのか、私どもも管理運営している

だけでございます。その中で、こちらのほうとしてはあるといいよね、というところなどに

ついて意見は出しております。今後どういうふうに改良されていくのか分かりませんが、現

状のところ、維持管理していく中で、改良を行っていくと相当の額がかかってくるかなと。

先ほどおっしゃられました町民プール、あちらのほうは閉鎖しておりましたけれども、あち

らのほうも壊すだけでウン億円と言われるような金額がかかってきます。今、総合体育館の

も耐用年数まであと数年かな。50 年という耐用年数から考えるとあと数年で耐用年数が来る

んだという状態の中で、今後どういうふうに改良されるのか、まだ私どもも分かっている状

態ではないというところでございます。 

 ただ、スポーツをやれる環境がないよねということに関しては、小さいお子さんが小学生

低学年からスポーツ少年団というものも現在ございます。ただ、こちらも少子化によってど

んどん少年団の数が減っておるというような状況もありますけれども、今後どのようになっ

てくるかよく検討しないと何とも言えませんけれども、ある程度少年団の数も淘汰されてく

る感じは見受けられますけれども、どこまで減ってしまうのか想像はつかないんですが、現

状の中からするとまだまだ少年団の数は減ります。 

 それから、中学校の部活の関係で考えますと、部活動はなくなっちゃいますという中で、

地域の方々が指導をどうやってしていくのかというところもございます。そういったところ

も包含的に考えて、少年団が中学生を見ますよ、というようなところも現状出ております。

そういったことを鑑みると、スポーツ施設あるいはスポーツ産業、こういったところについ



ても少子化においての波にはもまれております。 

 ただ、高齢の方も結構スポーツをやっていらっしゃいます。卓球あたりでございますと、

大体平均年齢を見せていただくと 70 歳前後の方が一番多いような感じで、今卓球がはやって

おります。そういうところを鑑みると、やっぱりスポーツというところは生涯にわたってや

っていくんだなというのは非常に感じております。 

 それからもう一点、多くの関係人口というところで、先ほどの資料の 66 ページの中で、ま

ちづくりの目標としての日独交流事業の申込み、こちらが入っておりましたけれども、日独

交流についての考え方、国際交流というふうな観点からすると、どうして日本とドイツだけ

なのと。ドイツ、バート・ゾーデン、こちらとの姉妹提携も結んでおりますけれども、こち

らのほう単独で行って年度で終わっちゃうんですよね。もう 30 年近いのかな、日独交流をや

っておりますけれども、過去行かれた方、あるいは受け入れた方、それぞれ単年度で終わっ

てしまって何の交流もないというのも実際ありますので、その辺りをちょっと踏まえてお考

えいただけるとありがたいかなというふうに思います。 

 すみません、長い間しゃべりました。以上、スポーツ連盟としてはそんなようなことでご

ざいます。ありがとうございます。 

 

 

【委員】 

 ほかの市町も取材している身ですので、その点から一言。１点だけなんですけれども、各

委員とも共通するところがあるかもしれませんが、課題の 12 番の一つが移住・定住の促進と

いうことになっていますけれども、ほかの市なんかを見るとやはり、今はもう移住・定住促

進というのは、課題というよりは戦略になっているところが多いかなと思いまして、特に養

老インターも、名神が通っていて、そういった方たちを取りこみやすい要素もあるかなとも

思うので、そういう視点で見ると、課題ではなく戦略なのかなという気もしますし、周りの

市がどんどん呼び込んでいる中で、出遅れるとまた悪影響があるとも思うので、ぜひ積極的

に取り組んでみてはどうかなと思います。 

 

 

【委員】 

 養老町に住んでおられる学生さんとか、それから一家を支える、生計を支える方々が養老

町で家族と居住をしながらもう少し広い世界へ出て、養老町で活躍するだけじゃなくて、も

う少し近隣の大垣、岐阜で活躍するというためには、やはり交通の大動脈である養老鉄道を

死守することが最大の課題なのではないかというふうに思います。 

 統計を見せていただくと、町内の３つの駅の利用者が 2,000 人弱ですから、この数は採算

ベースには乗らないかもしれないけれど、名実ともに養老と近隣を結ぶ大動脈だと思います。

学生さんにとっての、一家の生計を支える方の職業活動にとっても本当に大動脈であること

は変わりがないと思います。しかし、存続の危機ということを言われておりますが、ぜひこ

れを町民の方がどのように守っていかれるのか、パブコメで養老鉄道にかける思いについて

集約をしていただきたいというふうに強く思います。以上です。 

 

 

【委員】 

 社会福祉協議会といたしましても、実際戦略の中にもある地方創生と協働によるまちづく

りということで、特に地域福祉の意味で、もちろん高齢者から子育て世代の方まで全ての世

代に対して地域住民の方と一緒に進めていけるように、また組織体制づくりや担い手づくり

といった面で、今後進めていけるようにしていく必要があるなということは改めてこの計画

のほうを見て感じております。 

 社会福祉協議会ですので、なかなかそういった動きがまだ少ない中で行政とも共有しなが

らそういった形で進めていきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 



【委員】 

 これから先、小学校とかが幾つか統合されると聞いているんですけれども、遠いところは

スクールバスで行くとか、ちゃんとスムーズに子どもたちが学校に行けるように、皆さんで

工夫していただきたいなと思います。 

 

 

【委員】 

 スポーツ施設の件で、先ほどは大変失礼いたしました。うちも体作りをするのに通わせて

いただいていて、今年は運動会が雨だったので、養老こども園、使わせていただいて本当に

ありがとうございます。 

 言いたかったこととしては、もうちょっと使いやすい状況になったらうれしいなというと

ころで、今 10 人、団体、サークルみたいなのを作らないと使いにくい感じですよね。 

 

 

【委員】 

 基本的にはやるスポーツによって、例えば卓球であれば２人から始められます。そういっ

たところであれば、個人的に使っていただくということは自由にできます。 

 

 

【委員】 

 ありがとうございます。 

 何かその辺りのこともみんなよく分からないからどうやって使ったらいいんだろうという

ところもあったりとかして、施設だけではなくて、情報だったり、アイデアとして使いやす

いとかやりやすいということも進めていけると、何においてもですけれども、というふうに

思います。 

 財政が足りるのか、お金がまずないとできないという話もあると思うんですけれども、お

金がなくてもできることがあるんじゃないかと私は思っていて、まずアイデアをすごく練る

ことというのが大事なんじゃないかなと思います。ほかの自治体はやっぱり、日本の田舎は

どこもお金がないと思うんですけれども、アイデア次第でできることから始めようみたいな

ことも進めていると思いますので、お金があってじゃあ何をやろうではなくて、これがやり

たいからどうやってお金を集めようかというふうに考えないと、結局住民が納得しないお金

の使われ方がされるということがこれまであったと思うんですね。今真っさらになってしま

ったところとか、運営も含めて施設をどうしようか、施設を建てるとかリノベする、YOROffice

もそうですけれども、ちゃんとアイデアと計画を立ててお金を集めないと生かされていかな

いと思うので、計画を立てるということがすごく大事だなというふうに思っています。 

 この後、きっとパブリックコメントをまたもっと身近な住民の方の意見が吸い上げられて、

これがしたい、じゃあどうしようという話がどんどん進められるといいかなというふうに思

っております。 

 

 

【委員】 

 いろいろな行政で計画されることに基づいて、私たちも活動しておるんでございます。実

質活動するにしても、なかなか皆様方にそれだけ説明が不足になるかも分かりませんけど、

聞いてもらえない。ですから、今までは大きく大きく集めてやることを考えておったんです

けど、最近考えを変えまして少人数、２～３０人で集まってやる活動に今切り替えておりま

す。そのおかげで参加して、皆様方、我々、ふれあいセンターというものを造っていただき

まして、そちらに集まっていろいろ活動したりコーヒーを飲む機械もありますし、それから

いろいろ座談会も、誰かを呼んで講習を受けるとかというようなこともやっておりまして、

有意義に今、何とか進めておりますけど、マンネリ化してもいけませんので、いろいろ新し

いアイデアを入れて活動するように今進めております。これも全て行政さんと打ち合わせて



こつこつとやっております。そんなような現状です。 

 

 

【委員】 

 教育委員の立場としては、毎年、町内にある小学校、中学校と園と教育委員メンバーで視

察訪問、学校訪問等をしているんですけれども、すごく人権教育に養老町ならではの道で人

権教育に力を入れているので、養老町で育っている子どもたちは養老町で学んでよかったと、

あと保護者の方は養老町で子育て、教育をさせてよかったと思ってくださる方が少しでも多

くなるようにという思いで、私、教育委員として仕事をしているんですけれども、今日話題

にあったように、５年後に小学校、今７校が２校に統合するということが決定して、来年か

ら順に統合が始まるということで、きっとそれも町役場の方々も準備委員会に入ってくださ

っていろいろ議論するということは聞いていますので、全住民 100％が納得いくことは難し

いかもしれないんですけど、多くの方が納得いく形になって、今学んでいる子どもたちが、

将来養老町に帰ってきたいという子たちが少しでも多くなるようなサポートをやっていけれ

ばいいかなと思っていますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 あと１点だけ、最初委員さんが言われたことでちょっと気になったことがあって、出生率

の話をされたと思うんですけど、調べてみたら、日本だと 15 歳から 49 歳の女性が一生の間

に平均何人の子どもを産むかという数字らしいので、多分産んでいない方が多いと思うので、

多分産んでいらっしゃる方は何人か産んで、産める方からお話を聞くと思うんですけど、き

っと産んでいない方が多いのでということと思うので、ぜひお仲間の方にも、産める方は産

んでといったほうがいいのか、ちょっとまたそれは難しいですけど、いろいろそういったこ

ともサポートしていけるようになるといいかなと個人的には思います。 

 

 

【委員】 

 ハローワークとしまして、皆さんご存じ、まず人の募集、それから職のあっせんというの

をやっておるんですが、こちらの私も大垣と西濃地域を見ておりますと、養老町、さかんな

のは製造業と、それから卸小売業、それから医療福祉になっております。大垣管内の西濃地

域も同じように、製造、卸小売、医療福祉というのは働く人口が多くなっておりまして、求

人のほうも３職種、求職のほうも同じくその３職種、西濃地域も人の取り合いみたいな形で

有効求人倍率が１．０５となっています。今年の４月以降ちょっと数字のほうが下がってお

りますが、今、人手不足というのが世の中騒がれているなかで、どうしても先ほど言いまし

た製造とか、卸小売、それから医療福祉というのが、今の地域に流出している、人が取られ

てしまっているように感じております。そうなってきますと、やっぱり養老町の魅力を若い

方に知っていただくということがとても大事だと思いますし、あと人口の減少の食い止めと

か、先ほどお話にありましたが、税の収入という面からすると、やはり働く人口を増やして

いただくというのがポイントになってくるかなと思っております。 

 あと、いただきました資料を先ほど見ておったんですが、例えば養老町に外国籍の方とい

うのを受け入れられる体制というのはどうなのかなと感じております。外国籍の方も、大垣

市内でたくさんの方々が働いてみえます。中にはそういった学校もあります。外国籍の方が

たくさん働く、就業する環境というか場所というのを提供していただけるといいかなと思っ

ております。ハローワークとしましても、そういった、企業さんへのサポート、求職者の方

へのサポートというのを併せてやっていきたいと思っております。 

 

 

【委員】 

 このプロジェクト、私、読ませていただきまして、本当に国のほうから各地方公共団体一

つずつこういった計画をつくりなさいということで、いろいろな要素を含んだすごいビジョ

ンになっていると思います。これを達成するのは大変難しいなということを感じつつも、こ

れはこれでしっかり進めていただきたいと、ただ、そうは言いながら、今の世の中、時代に



なりますと、一つの町で全てをやろうとするのはなかなか難しいと思うので、これはこれと

して進めていただきながら、周りの市町村とも連携して、いろいろ意見を交わしながらプロ

ジェクトをつくったり、そういった進め方をしていただくのもいいのかなと思います。 

 あと１つ、資料の 94 ページのところ、自治体マネジメント調査プロジェクトというところ

で、それをどういうふうにやっていくのかなということにちょっと興味があります。自治体

マネジメント評価なので、町の組織の中で主にやっていくのかなとは思うんですけれども、

やっぱり町民の方とか地域の方の声も踏まえつつ、この中に取り込んでいただきながらやっ

ていただけるといいのかなと思いながら、このプロジェクトがどういうものだ、というふう

に思っておりました。 

 地域の皆さん、本当に意見をすごく言っていただきまして、こういった組織の中でも、例

えば商工だったら商工関係者の方を呼んでいろいろ意見を聞くことが多いのかなと思うんで

すけれども、先ほどから聞いていましたら、すごくいろいろな視点でいろいろな意見を言っ

ているのを聞いて私は感動しております。商工の関係であっても、委員さんのような人が来

ると全く違った視点で意見を言っていただけるので、そういった意味でいろいろな意見を持

っている人が部局関係なく、福祉だけじゃなく、商工関係やいろんなところで意見を言って

いただけるといいのかなと思います。 

 

 

【委員】 

 皆さん、今日はご苦労さまでございます。 

 皆様方のいろんな意見を聞きますと、我々議会としては、本当にこうした意見をいかに行

政に上げて、そして行政といろんな話をしながら皆さんに返して、要は養老町がよくなれば

いいなと思います。そうした意見を我々がこれからも吸い上げて、行政なり町長にもお話し

しながら皆さんの意見を少しでもくみ取れるようにしたいと思いますので、こうした意見を

もっともっとたくさんの人が議会のほうへ集めてもらえればと思います。よろしくお願いし

ます。 

 それと、委員さんが言った 30 代の男の人がなかなか結婚しないということですけど、昔は

お年寄りの方でお世話する人がたくさん見えて、うちの孫をどうのこうのとか、近ごろそう

いう人がちょっと少なかったというのもあるかな。婚活もいいんですけれども、そういう人

を増やしてもらえるなら、紹介してもらって、なかなか結婚したいんやけど、そういう機会

がない人に、こういう人が見えるんやけれども、お宅さんのところの娘さん、息子さんどう

ですかとか、そういうところから始めたら、一つの芽生えというか、できるんじゃないかと

思います。婚活というと、男の人が多いけど女の人が少ないというのが現状だと思います。

だから、そういうことも大事ですけれども、まず地域の方のお年寄りの声から、隣の人に声

をかけてもらえる人を増やして、新しいいい出会いがあればいいなと思います。そういう機

会をぜひとも広げてもらえればありがたいと思います。よろしくお願いします。 

 

 

【委員】 

 養老町の議会としましても、私たちは全て行政の声、いろんな提案をしたり、また議決権

というのがございまして、いろんなことを精査していく場所であると思っておりますので、

今日は各委員さんそれぞれのお立場でいろんなことをお話していただきましたことを参考に

しながら、私たちも議会としてしっかりと進めていきたいなと思っておりますので、その点

よろしくお願いしたいと思います。 

 その中で、私も５点ほどちょっとチェックをしてきましたが、皆さんと同様な話もありま

したので、ここでは控えさせていただきます。行政にも何なり気づいたことはしっかりと提

案していきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

 



【委員】 

 今、各地区で一番困っているのは人材不足といいますか、つながりが希薄化してきたとい

うことも確かなんですけど、なかなかそういうことで出ていただけない人もございます。先

ほど言われたように、結婚ができないというのが一番難しいところがあるんですけど、昔は

本当に井戸端会議、お年寄りがやっぱり井戸端会議をしながら、あそこにいい子がおるよと

か、いろいろな話があって、かなりの結婚率が上がったと思うんです。今は自由になってい

ますので、結婚するよりは自分の給料で自分でやっていったほうがいい人がかなり増えてき

たと思うんです。そうじゃなくて、やっぱりそこら辺を伝えられる人間というんですか、昔

の何とかお母さんとかいましたよね。そういう人がいなくなっている。今の地区でも同じよ

うなことで、なかなか出てきてもらえない。そういうような集まりに参加されない、いろい

ろな知恵を、お年寄りの知恵を授かる場所がなくなったというのが一つの大きな欠点じゃな

いかと思います。与えられたことをやっていればいいとか、私のほうではやりたくないよと

いって、委員に当たればやりたくない、何とか逃げようという、委員の会議にも出ないよう

なこともかなり多くなっているんです。やっぱり昔のような状態でやっていって、子育ても、

昔は農業も多かったもんですから、親が田んぼへ行っていると、近所のおばあさん、おじい

さんが全部面倒を見てくれたぐらいの、それぐらいのつながりがあったんですよ。それも希

薄化されてなくなってしまった。それも非常に悪い面じゃないかなと思っております。それ

が復活していくのも、やっぱり協力が必要ということで、お母さん方もなされたか分かりま

せんけど、一つの地域のよさとかというのを知ってもらうことが一番大事かなと思っており

ますので、それもこれからも進めていかなきゃならないかなと思っています。 

 これは、我々区長のほうも、区長会のほうもなるべくはそういう話というんですか、地域

のよさを知っていただけるような協議会をつくっていきたいと思っておりますし、いろいろ

な面で我々も情報をもらえれば、そういうようなことでやっていきたいと思っております。

スポーツの件もありますし、教育の関係も、我々もやっぱりその中に入っている孫もおりま

すので、そこに入ってこないとならないと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思

っています。 

 それから、もう一点ございますが、企業誘致の関係で、企業の支援というのがちょっと書

いてあるんですけど、支援はどこまでのことを考えてみえるわけですか。ちょっとお聞きし

たいです。 

 大分県の日田市というところがあるんですけど、企業支援の中で、企業が来たいと言った

ときに、土地の関係も市のほうでやりました。それで、企業と話をしながら双方で、開発に

関するお金は全部企業が出すんですけど、それに対する仕事に際しては地元の人を使ってや

って、そうしたら地元の会社、いろいろなメンテナンス関係、道路関係とか、そういった人

が市から任されて、この道路長くなりますか、というようなことをやっていたわけです。そ

れで、そういうことをやって初めて大きな企業が来てもらえるもんで、ただ土地があります

よだけでなくて、そこまで入り込む必要があるんじゃないかなと、それは行政が全部任すん

じゃなくて、その中で支援というか、いろんなことで地元の話、またインフラの関係もいろ

いろな部分で考えれば、企業だけじゃなくてほかの人もよくなりますので、その分は町が見

るとかと、いろんなやり方があると思うんです。私も、日田市でその関係で会社に頼まれま

して５年ぐらい行っていたんですけど、かなりいいところが見つかりました。最初に行った

ときは、こんな道通れるのと思っていたんですけど、やっぱりここに来てもらえれるならば、

地域のためにも道路を広げてでもやりたいということで、一部そこの工場のほうにまでつけ

ていただいて、２年後にはバイパスができました。そこに企業が今かなり来ているんですよ

ね。一つできればまだ増えることもありますので、その辺もちょっと町のほうで考えていた

だいて、お金がないからできないんじゃなくて、そんな中で知恵を出してもらって、そんな

中で企業と連携を取ってもらえれば企業も来ますし、今、日田市のほうで従業員 30 人ぐらい

の工場が３つぐらい動いているんですけど、それも全部日田市の方、地元の方を雇用してい

る状態になっています、先のことは分かりませんけど、そんなことも考えながらやっていた

だければいいかなと思っております。 

 



【会長】 

 皆様、それぞれのお立場からご意見、コメントをいただきまして誠にありがとうございま

す。私が総括するわけではないんですけど、やはり役場の方、地域住民の方々との対話とい

うか、しっかりとしたお話をする機会があって、役場の方も交えてお話することがとても大

切なのかなと改めて思った次第です。 

 それでは、協議事項（２）については承認事項となっておりますので、今回出たご意見な

どを踏まえて事務局の方で必要な修正を加え、素案とすることに賛成の方は、挙手をお願い

いたします。 

 

 

【委員】 

 （全員挙手） 

 

 

【会長】 

 挙手が全員のようですので、協議事項（２）は承認されました。先ほどご説明いただいた

スケジュールに沿って、策定に向けて進めていただきたいと思います。 

 続いて、協議事項（３）その他でございますが事務局の方から何かございますでしょうか。 

 

 

【事務局】 

 はい。先程もご説明いたしましたが、先ほど委員の皆さまにご承認いただきました養老町

まちづくりビジョン・後期テーマ別戦略（素案）につきましては、１２月２５日（木）から

１月２３日（金）までの３０日間、パブリックコメントを実施させていただきます。 

 また、本日の会議次第の下にも記載してございますが、パブリックコメントの結果報告お

よび本プランの最終案をご審議いただくため、第３回の審議会を２月２日（月）９時３０分

から開催したいと考えております。 

 さらに次期総合戦略についても、今後同様に進めてまいりたいと存じますので、第４回の

審議会を３月２４日（火）９時３０分から開催させていただきます。開催案内通知につきま

しては、それぞれ後日お送りいたしますので、何かとご多忙な時期で大変恐縮でございます

けれども、ご出席のほど何卒よろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上でございます。 

 

 

【会長】 

 事務局からパブリックコメントの日程と、第３回および第４回審議会の日程についてご説

明がありました。このことについて、皆さまから何かご意見、ご質問等ございますでしょう

か。 

 ご意見、ご質問がないようですので、委員の皆さまにおかれましては、日程調整をお願い

いたします。 

 以上を持ちまして、本日の協議事項は終了となります。 

 慎重審議、ご協力ありがとうございました。事務局へ進行を、お返しします。 

 

 

【事務局】 

 それでは、長時間にわたり、大変ありがとうございました。 

これで、令和７年度第２回 養老町計画審議会及び養老町地方創生推進委員会を閉会させて

いただきます。本日は誠にありがとうございました。 

 


